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5．みんなで進める協働のまちづくり（自治・コミュニティ）

新市の一体化などにより地域全体が魅力にあふれ、市民と行政が一体となった協働のまちづ

くりを推進するため、自主性に基づくコミュニティ活動を支援するとともに、情報公開の推進な

どにより、幅広い市民の意見が反映される体制づくりを推進します

また、多地域・多分野にわたる交流を進めることにより、地域特性の再発見、市民の地域へ

の誇りや愛着の醸成、地場産業の振興などを図るとともに、本格的な国際社会の到来に対応した

国際交流を促進します。

地方分権や行政改革の必要性が問われている中、市民からの提言を尊重し、時代の変化に対

応した効率的、機能的な行政運営を目指して、事務事業や組織機能の見直しを図ります。さらに、

職員の定数管理や資質向上のため研修等の充実に努めます。

また、財政基盤の強化に向け、自主財源の確保に努め、限りある財源を有効に活用します。

【基本方向】

地方分権の推進により、自主性に基づくコミュニティ活動による市民主体型のまちづくりへ

の転換が求められているなか、新市では、個性にあふれ、活力ある地域社会を実現するため、小

学校区単位を基本に、市民の主体性に基づいた地域特性や地域の課題などに着目したコミュニテ

ィ活動を促進し、地域市民の連帯感と自治意識の高揚を図るとともに、コミュニティ活動を支援

するため、情報提供や人材の育成、拠点の整備などを積極的に行い、市民と行政の連携・協働に

よるまちづくりの推進に努めます。

（1）コミュニティの推進

市民と行政が一体となった協働のまちづくりを進めていくためには、行政に対する市民の関

心をより一層高め、互いの役割を理解しあい、共に考え、共に行動していく機会の拡充と体制づ

くりが必要なことから、情報の公開、市民参画の新たな仕組みづくり、積極的な広報広聴活動な

どを推進し、市民参画の拡充を図ります。

また、市民と行政が情報を共有することが重要であることから、行政における情報化を推進

し、市民サービスの向上に努めます。

（2）市民参画の拡充

社会のあらゆる場への女性の参画を支援する体制づくりや人材育成に努め、地域社会活動へ

男女がともに参画できるまちづくりを目指すとともに、男女相互の理解を深め、男女平等の意識

を高めるための広報活動や啓発活動等の推進に努めます。

すべての市民が、性別、年齢、障害の有無、国籍などに制約されることなく、まちづくりの

担い手として活発に活動するには、一人ひとりの人権が尊重されるまちであることが重要になり

ます。このため、市民、関係機関との連携を図りながら、人権に関する意識啓発を進める学習・

交流機会の提供に努めます。

（3）人権・男女共同参画

【施策の方針】
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地域間交流や国際交流を活発に展開し、相互の文化や歴史を学びあうことにより、広い視野

と多様な価値観を身に付けた人づくりを進めるとともに、教育、文化、スポーツ、産業といった

多面的な交流を推進し、連携と交流による活力あるまちづくりに努めます。

（4）地域間交流・国際交流の推進

多様化、高度化する行政需要に適正に対応し、質の高い行政サービスの提供を図るため、職

員の企画立案能力の向上や意識改革、専門職員の育成と適正配置等に努めるとともに、新市の行

政改革大綱を策定し、事務の改善や組織機構の見直し等を行い、簡素で効率的な行政システムの

確立を図ります。

また、財政基盤の強化、自主財源の安定的な確保に努めるとともに、事務事業の見直しを積

極的に進め、経費の節減・合理化を図り、支出の効果が最大となるような効率的な事業の執行に

努めます。

（5）行財政運営の効率化

施　策　名� 主　要　事　業　の　概　要�

地域コミュニティ活動の支援�

リーダーの育成�

市民意識の醸成�

市民参画活動への支援�

男女共同参画の推進�

男女共同参画計画の策定�

人権に関する意識啓発の推進�

姉妹都市交流の促進�

国際交流の促進�

公共サインの統一�

CI形成の推進�

新市総合計画の策定�

行財政改革の推進�

コミュニティの推進�

�

市 民 参 画 の 拡 充 �

�

人権・男女共同参画�

�

地 域 間 交 流 ・�

国 際 交 流 の 推 進 �

�

行財政運営の効率化�


